2004年4月16日

各　位　

旭化成生活制品株式会社
　　　サランラップ販売株式会社
（中国版）

中国で保鮮膜「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(シュウパオシェン),旭包鮮)TM」本格発売について


1．趣　旨

日本の代表的な総合化学メーカーである旭化成株式会社の事業会社である旭化成生活制品（株）は、1960年に『サランラップ』というブランド名で食品保存用ラップフィルム（保鮮膜）を発売以来、食品保存・鮮度保持用品分野では日本でトップの地位を占めています。『サランラップ』は、密着性や丈夫さを中心にフィルムの品質において日本では高い評価を得て、NO．１ブランドとしての地位を保つロングセラー商品です。

当社では、家庭用食品保存ラップ市場の今後一層の需要拡大が見込まれる中国でも、2001年から「旭化成保鮮膜TM」というブランドでテスト販売を行い、好評をいただいておりました。中国消費者が食生活において「新鮮さ」、「安全性」、「簡単さ」を求めていることに注目し、今後の有望なマーケットである中国で本格発売することといたしました。今年度は北京、上海、広州、新圳の4都市の主要スーパーなどで発売、来年度から発売エリアをさらに拡大します。

　本格発売にあたり、『サランラップ』を「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(シュウパオシェン),旭包鮮)TM」という中国ブランド名を付け発売いたします。中国で保鮮膜「旭包鮮TM」ブランドを、「新鮮さ」、「安全性」、「簡単さ」を実現する「高品質のクッキングサポート商品群」として浸透させるため、今後様々な商品を拡充しより豊かなキッチンライフを提案していきます。「旭包鮮TM」の商品特長を、新聞・雑誌・店頭活動などを通じてお客様へお知らせしていく予定です。
2．商品特長

保鮮膜「旭包鮮TM」は現在一般に市販されているポリエチレン製ラップと比べ、以下の特長があります。

(1) フィルムに堅牢感があり、カットしやすく使いやすい。

(2) フィルムをカットする刃の位置がフタの部分にあり、現在一般的に採用されている、箱の角に刃があるタイプに比べ、不用意なケガに対する安全性が高い。

(3) 密着性が高く、食品などを包みやすい。

(4) フィルムに耐熱温度が高いポリ塩化ビニリデン製を採用しているため、電子レンジでの使用にも安全性が高い（ポリエチレン製は耐熱温度110度、ポリ塩化ビニリデン製は同140度）。

(5) 気密性が高く、新鮮さを保持しやすい。

(6) パッケージ設計にユニバーサルデザインの思想を取り入れ、「誰でもが使いやすい」様々な工夫が凝らされている。

※ユニバーサルデザイン

年齢や能力に関わりなく、すべての生活者に対して適合することを目指したデザイン。“バリアフリー”が障害を持った方に対するバリア（障害）の存在を前提とし、それを軽減しようという考え方であるのに対し、ユニバーサルデザインは、はじめからあらゆる人が使えるようにデザインしておこうというもの。

3．発売地域　
　　
中　国：北京、上海、広州、新圳
4．発売開始日
　　　　　 2004年4月22日（木）

5．販売目標

年間　　　　　　本　（　　　　　　円）
6．商品規格・価格

	商品名
	パッケージサイズ（ｍｍ）
	希望小売価格

	『旭包鮮TM』　30cm×20m
	幅316×奥45×高44
	○○元

	『旭包鮮TM』　22cm×20m
	幅242×奥45×高44
	元

	『旭包鮮TM』　30cm×50m
	幅318×奥48×高48
	元

	『旭包鮮TM』　22cm×50m
	幅244×奥48×高48
	元


＜本リリースに関する問合せ先＞

旭化成生活制品株式会社　　マーケティング部　　TEL:　03-3507-2869　

旭化成株式会社　　広報室　　 TEL:　03-3507-2060

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
写　真
旭化成生活制品株式会社（本社：東京千代田区　社長　能村義廣）は、中国で保鮮膜「�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(シュウパオシェン),旭包鮮)�TM」を、4月22日より本格発売いたします。


2001年から中国で「旭化成保鮮膜TM」というブランドでテスト販売を行い、好評をいただき有望なマーケットの中国で本格発売することといたしました。今年度は北京、上海、広州、新圳の4都市で発売し、来年度から発売エリアをさらに拡大します。


今後「旭包鮮TM」ブランドを「新鮮さ」、「安全性」、「簡単さ」を実現する「高品質のクッキングサポート商品群」として浸透させるため、様々な商品を拡充してまいります。
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